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particle dynamics (FPD) method一」を考案した。この手法は，流れ場は正方格子(またはスタッ
ガート格子)上で計算し，粒子の運動は連続空間上で計算するという hybrid方式をとっている。
ある時刻のコロイド粒子の配置から，コロイドを有限の厚さの界面を持つ濃度場分布で記述するこ
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連結構造(この場合χE> 0)となり，反対に動きやすい場合には連結相 (χE< 0)になる傾向があ
ることが分かつた。
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図2:時刻 t= 1000における相分離構造の (a)特徴的長さ Rと(b)オイラー標数χEの易動度(-1
依存性。粒子の体積分率は， 9.6%(・);21.7%(0) 
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